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「大学近隣という環境」を活用した附属中学校での

大学教員による授業

一選択授業「体験！琉球大学一大学の先生方による講義を受けてみよう－」での

中学２年生を対象とした理科授業実践一
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要約

琉球大学教育学部附属中学校が大学榊内に位置しているという環境を活用して，選択教科で「体験！

琉球大学一大学の先生方による識義を受けてみよう－」という授業をＩｌＨ催した。その１つとして．中学

校２年生を対象に合成洗剤の残留度を確認する実験をjそな実験教材として「きれいさを求めて－すすぎの

化学」と題した実践を筆者らが担当した。実践は与えられた時間内で)U激した内容を全て終了できた。受

講後の生徒からは，内容も分かりやすく興味が持てたという肯定的な評lilIiを得ることができた。

の実施）

例えば．筆者らは附属学校の研究活動を支援し

たりＩ)，学〈|i教育の一環として附属学校を活用し

たり2).自らの研究の場としても活用している３５:。

その一方で,こうした目的を持ちながらも,附属学

校は在籍する児童・生徒のために初等ならびに前

期｢|'等普通教育を施すことも求められている．

多くの学校では，学校の所在する自然環境や地

域の文化や人材を活用した（学校をとりまく環境

に応じてそれを活かした）教育活動が行われてい

る｡琉球大学教育学部の附属学校は,教育学部と同

一敷地内に位置しており，その意味で｢大学そのも

の｣を活用した教育活動を行うことも可能である。

１はじめに

琉球大学教育学部の附属学校は．次の３つの役

割を果たす学校である。

１.教育学部と相互提携．協力して教育理論及び

教育実践に関する研究を行う。(教育学部との

連挑・研究）

２.地域の教育振興に資するため，教育研究発表

会を開催し,その成果を地域に公開し本県の

教育課題解決の一助とする。(地域の教育振興

に資する）

３.附属学校として，教育学部の学生に教育実習

の場を提供しその指導にあたる。（教育実習
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オレット（ＣＶ）を用いた合成洗剤（陰イオン合成

界111i活性ﾊﾟﾘ)の残留度をiilMくる実験である．このリミ

験そのものは以ｉｉｉ現職教員や小学校教員志望の学

生に対して実践していたものである９１．受講した

生徒にはりj前に「洗椒済みのものを何か１点当'１

持参すること」を連絡していた。

まず､当｢1のl}|:諸人(節二築衿)によって織師(第

一OiY二昔)がiWI介された`)その後第一誠苛が授業を腱

開し第二筆者は助手を兼ねながら生徒と共に授

業を体験していった。

始めに.今回の実験で着目する｢陰イオン合成VIL

iliiiiIiIft荷ﾘ」について説IU)した（写真ｌ)。｝1常生iili

では,合成洗剤も石けんもひとまとめにして｢石け

ん」と称されることが多い｡両ﾉjとも界面iili性斉１１で

はあるが原材料の迷いや含まれている成分の述

いから区別されていることを概説した。その際．

｢詳しい詔は高校化学で学習する」旨も合わせて｣ｋ

徒に説明したニその次に，洗iiiや洗浄した後すす

ぎが不'一分で合成洗剤成分が残っていると肌荒れ

などの|川越が出てくることがあることや，合成洗

剤を｢一気飲み」した場合に健順を害することは祥

易に想像できるといったことなどを生徒とやりと

りしていった．その後,「合成洗剤成分が残ってい

ないようにするために.すすいだ後に実際に「きれ

いにすすぐことができているのか？」を確かめた

ことはありますか？」という|M1いかけをした。〉'１

然．誰も確認したことは無かった。

次に，実験方法９１を説明した。ｃｖ塩酸溶液'('’

はIliiiiiにii1M製済みのものを持ち込み．厚さ１ｍｍ

のＰＶＣフイルム’'１も２ｃｍ×２ｃｍに切Ｗｉ済みの

ものを生徒に配付した．使11]した器具は全て華新

らが洗浄した物を用い，ピンセット以外は全て大

学から持ち込んだ。

爽験は全て(Nil人で行わせたﾛ生徒達は，まず入念

に下を洗った後，各人が持ち込んだ洗擢済みの衣

類に純水をかけて湿らせて絞り汁を採取した（写

真２)。５()ｍＬビーカーに，［1安目磯I)を利)Ⅱして

その絞り汁をｌＯｍＬｌｌＩ(1)，そこにＣＶ塩酸溶液

3.5ｍＬを加えてガラス棒でよく撹排させた（写１０Ｌ

３Ｌこのllli，生徒らは駒込ピペットの使い方にｲ<

慣れなため，ＣＶ塊醗溶液を通りとる作業に苦労

していたがまたガラス棒や駒込ピペットが使用し

たビーカーに比べて大きすぎたため．使１１１済みの

すでに雑者らは県内の小'１１学校に||}前授業を行っ

ている(i71が,残念なことに附属学校の児童・４<徒

のために．研究活動とは切り離した形での初等な

らびにiiii期中等普通教育に協力する機会にこれま

で恵まれなかった8Ｌ今''11,附属｢|i学校は選択教科

の一環として「体験｜琉球ﾉﾋ学一大学の先(|ﾕﾉｊ

による識義を受けてみよう－」という授業を企画

した。？iY省らも「きれいさを求めて－すすぎの化

学」というテーマで識義を提供し開講に協力した

(友ｌＬ本報はその実践報(1了である。

表１「体験！琉球大学｣開設コースー覧
2010年10月１９日（火）１１:００－１２:５０３年生対象(9識座）

教科 授業名 授業者(敬称略）

欝樂§綴製織鋼竺'－１'村透一’'１村透

臘ｉＥＥＷ竺埋Ｌ１－ツセヒー命城外

数学劉蹴蝋lW鰯利!;|iｉｉ（iII:勉_…￣乙些幽唾ける粒学（辺過塑一一iii達腱---
技術ｉｌ１繩の未>kのエネルギーｉｌ１ｉ水洋・

社会私たちと仏’１１''１沖

ＪＷｌ科１１の錯虻について階えようjij【川泰,『１

技術トランジスタの動{1;を知ろう小HlfがiI0i光

１１二会離ﾊﾟﾉjのiルデ:生とjj1Alj〔くらべしこせんかＩｌＵＩ：酢・

~礒一蕊艤輝通ｒ琵艫癖r蕊蒋~燕~~5蕊T￣

2010年10月22日（金）１３:50-15:００２年生対象(8講座）

授業者(敬称略）教科 授菜名

ｉｆ楽ｉｆ楽の(l:細み"まｵ;1と織り返し，、 ’１１村逃
一F除する5つのｉｆシューマンー

祉会本当の2ﾄﾞＨ１について考えようIjVliill尚山

散学，１m迎遊蹄の建設（炊Ⅱ１１敗）イijl：勉

蕊'蓬＃，iは人をつくる樹'鼬t綱…薗'栄:…
llil語，聯を読んで小説を,Iにうノ〈城r〔俊

－膳一二;Lぎ!?…筥塑リーー傘挫二k(＿金城Ｉｒ１

ＨＩ１科きれいさを求めて-1-すぎの化学 古|}ｌ安規艮

英編教授仏研究U)ilii口さ:人はどの

笑語ようにすれば卜乎く外国Iiliが瀞ｉｌﾄで入城Ｗ１ｆ
きるのか？

備考

･印はゲストティーチャー(琉球大学教育学部教員以外）

２実践

筆者らの笑践は２０１０ｆｌｉｌＯＨ２２１］１３時５０分

～１５時００分(７０分１１１１)に附鴨'１』学校理科室を会場

に開催された。当Ｈ受講した生徒は附楓中学校２

K｢生２５人（男子１７人．女子５人）である。

今|IJIの実践で取り入れた実験教材は．テーブル

クロスやデスクマットとして利Ⅲ]されているポリ

ｉｉｉ化ビニル（PVC）のフイルムとクリスタルバイ

－７４－



これらを入れたままにしたビーカーがバランスを

崩して倒れたり．誤って；|っかけた}）してビーカ

ーを倒してしまった者もいた。全員が検液を洲製

できたことを確認した後,ＰＶＣフィルムを投入さ

せ（写真４）．１０分間反応させた（写真５％その

１１１１に筆者らが対照として純水の試料を調製しそ

れにＰｖｃフィルムを投入して同様に反応させ

た。１０分経過後にピンセットでＰＶＣフイルムを

取り}|}し．キムワイプで余分な水分を拭き取らせ

たところ，第二筆者を含めた全此のＰＶＣフィル

ムが紫色に染まっていた。その一方で純水では無

色透l川の．未使用のＰＶＣフィルムと一見変わら

ないものが得られた（写真６)．Ⅱ{徒達は，普段身

につけている物に合成洗剤が残WＩしていたことに

驚いた。また、純水では染色されたかったことか

ら．市販の台所（食器洗い）用合成洗剤を利ＩＥＩ)して

写真２持参した衣料から絞り汁を取り出す生徒写真１実践同頭の説Iﾘ】の様子

匙;露i墨

ﾘﾌﾞ真３ＣＶ溶液を駒込ピペットでjll1:I)とる生徒 写真４１１|ら鯛製した検W〔にPVCフイルムセタ投入する(|i徒

写真６１１Ｙｉ１ｌＩ(したPVCフノルムの着色|齢いを比較するLI1Ijビ写真５時々樅排しながら反応の様子を観察する生徒

－７５－



岐後に，ドライクリーニングは油(有機溶剤）で水

に溶けにくいilll汚れを落とすが，これは油汚れと

溶剤が似たような性質を持っていることを利用し

ており．ガムとチョコレートの"食べ合わせ実験”

でそれを擬似的に体験してもらったことを説明し

たところで終了時間を迎えた。

洗浄してはいるが今回大学から搬入したガラス

器具のように研究で化学実験する時に便)Ⅱしてい

る器具が入念にすすがれており合成洗剤が残留し

ていない(検出限界以下になっている）ということ

にも驚いていた。

合成洗剤によって油汚れの表面が水分ｲと似た

ような構造で包まれて水の''1ヘ分散されていくテ

レビコマーシャルのイメージを生徒達に`思い浮か

べてもらいながら,合成洗剤のはたらきと｢その分

子の構造(性質）に似たような構造(性質)がある

かないかが，物質が溶けるかどうかと関係してい

る」ことを実験後に再度説明した。さらに，「他に

も「溶けないものを，溶かしてみたい！と思いませ

んか？」と生徒達に問いかけた。ここで.生徒一人

ひとりにガムを配付'2)しその場でよく噛んでも

らった｡ここで｢この口の中のガムを溶かしたいと

きにどうすればいいのか？」と発問した。すぐに

色々な解答が返され，その中にはガムとチョコレ

ートを一緒に食べたことがある者もおり．「チョ

コ」という解符が出た。そこで「それではやってみ

ましょう」とチョコレートを生徒達に配付'2）し，

ガムと共に食べてもらい，口の中にあったガムが

無くなっていくことを全員に体感してもらった。

３生徒の評価からみた成果と課題

実践直後に，参加生徒に対して授業評価アンケ

ートを実施した。アンケートは筆者らが作成した

ものと附属中学校側が作成したものの２種類実施

した｡質問項目等は表２の通りである｡筆者らが作

成したアンケートの回収率は１００％・附属中学校

側が作成したものの回収率は９６％であり．無回答

分を除き全て有効回答として処理した。表３は両

方のアンケートの中で選択肢を用意した設問の回

答結果をまとめたものである。

筆者らが作成したアンケートの「今日の出前実

験について．５点満点で採点し’～５のどれか１

つあてはまるものに○をつけてくださいcまた,そ

う感じた理IIJを記入してください｡」では．男子生

徒に１名「２やや期待はずれ｣と回答した者がい

表２生徒に対して行った授業評価アンケートの内容
①箪者が準備したもの(性別妃入有）

設問

１今日の出前実験について,５点満点で採点し１－５のどれか１つあてはまるものにＯをつけて
ください｡また,そう感じた理由を配入してください。
､－－－－■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ｍ－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－－－■－－－－－■印■句一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■－－－－－－￣￣￣￣￣￣￣

101待以｣二にやややや
選択肢１０１侍jmO），0,侍はずれ期待は－１雪れ良かつた１０１待以ｋ
（評点）（3点）（1点）

（5点）（4点）（2点）

２次の機会に学んでみたい内容を碑いてください。

３内容以外の要望や改善点など何かあれば自由に轡いてください。

②附属中学校が準備したもの(性別記入無）

股間

１授業の内容はわかりやすかったですか。

やや離しいとこわかるところも

選択肢 や鰍走？P擁鰍〈f鰯墓雛しかった
______＿－－－－－IjJB1鯉できた＝ZLロ迄－－－－－三一一

２授業の内容に興味は持てましたか。

選択肢r~灘iir~－瓦騨甚~麺ﾐ蒜塞二鞠蟻ごBi謀Niiiぞ
３授築全体を通しての感想を書いて下さい

●

４次回,大学の先生方の授蕊を受けるとして,取り上げてもらいたい題材を轡いて下さい。

－７６－



表3 選択肢がある設問の回答結果
今日の出前実験について.5点満点で採点し1-5のどれかlつあてはまるものにOをつけてください｡

;(欝 晋 神艶 ';iこ 期蒜買上 畑と欝 糊品 れ 那Fi訂 れ 紬 答 平均点

I---一男-iJ7----------(･5-Z･5'.)-------14-ii'ili)---一一一一一一-I---0-----------iuIB･'.)----------0----------･6---------LiI6----12 ･1 1
女性 7 1 O 0 0 O 4.9■ー--------ー---------■■-----------------■■------------------■●-ー--------------lJ------------lL--■■ー--ー-----IqII----■--------ー-一一--ー

合計人数 19 5 () 1 0 0 4.7
.:V=25

授業の内容はわかりやすかったですか｡

やや難しいとこわかるところも

適… や手芸:三た き子'砦詫 こて空言諾 意 讐 凱 かった 蜘 答

I--I-)-(&-------------I-(3-------j-i-4-Bf-?-i-f;---4-,-i-f-I--------I--0----I-I----I--1----I-I-･′1 0

N=2il

授菓の内容に興昧は持てましたか｡

___讐聖 ___塵㌫ _聖 聖 _rf__農 芸 監 _遊 覧 ー____ー聖 賢____.
人数 14 10 0 0 0
N=24

たが,それ以外は全員｢糊待以上に良かった｣.｢や
や期待以上｣という結果になった｡タ才子生徒の方が

女子生徒よりも若干評点の平均が低かったことか

らMann-WhitneyのU検定を実施 したところ,

p-0.368>0.05となり有意差は撫かった.｡｢期待以上

に良かった｣.｢やや期待以上｣を一打定的評価,｢や

や期待はずれ｣,｢期待はずれ｣を否J,お的評価として

合計 し,1×2直接確率検定 (両側検定)を行った

が.男性.女性,合計 とも全てp<0.01となり有意

に肯定的な評価が多かったと言える｡つまり男女

とも総 じて生徒の期待を良い意味で鶴切った実践

であったと評価できる.::表4はその矧Il(自由記

述)を項 目別に整理 したものである｡今回の内容が

受講生従の興味を誘い∴ 予想 とは異なる体験や結

果であったことが肯定的な評価の緋山として示さ

れていた｡また講師である筆者の指導方法が上手

で分か りやすかったことも理由として挙げられて

いた｡今回の実践は,｢大学の先生だから稚 しいこ

とをやるのかと思ったら,ガムの実験 とかだった

ので楽 しかった｣というような.予想よりも難 しく

ない内容で良かったという意見や ｢すすぎの化学

といっても興味がなかったけど.初めて知ること

ができてよかったから｣や｢すす ぐだけかと思った

ら結構複雑な実験だったので楽 しかった｣という

ように予想よりも難 しいことを学べて (もっと怖

埠なことをしそうだったのにそうでなくて)良か

ったという両方の意見が含まれていた｡生徒の想

像や予想とは違った部分もあったが.楽 しくて興

味がもてる授業であったという評価が大勢を占め

たのである｡

前述の矧三日として｢矧味がなかったけど-｣があ

ったように.今回の選択授業 も内容に興味があっ

て受講 していたわけではない生徒もいた｡筆者の

これまでの経験でも中学校の選択授業では.実際

に生徒が履修科 Elを選択する際に.本人の特性や

興味 ･桝トL､だけではなく友人や担当教員との人間

関係なども選択基準 として機能 してしまうことが

あった｡.そのため生徒の特性等に応 じた多能な学

習活動を行うことが期待され,生徒の特性等を十

分考慮 してそれぞれの生徒に適 した選択教科を履

修させる 131ために学校側が努力 して も時には報

われないことがあったoLかし,今回の実践内容は

受講!-F_徒の多様な特性に対応で きたと判断で き

表4 授業評価理由(複数回答)
項目 人数

楽しかった･面白かった
衣類に合成洗剤が予想以上に残留していたこと
の意外性
知らなかったことを知ることができた
ガムとチョコレートの反応の意外性

わかりやすかった･教え方が上手だった
大学数貝の授業なのでもっと難しい(堅苦しい)
ことをすると思っていた(けど実際には遜った)
良い体験ができた
もっとレベルの高い実験をすると思っていた(の
にしなかった)

RU
6

LL?
Jqー
4

3

2

1

思っていた以上に複雑な実験だったので良かった 1

■▼l▼
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る｡

ただ一人｢2やや期待はずれ｣と否鮭的な評価

をした生徒は,｢今日の実験 もすごいんですけど.

もっとレベルの拭い実験 をやると思っていまし

た｣とその理由を記述 していたOこのような!_Li従の

希望を叶えるような授業を拙俳するのであれば,

珊宥らが開講するのではなく,例えば郡朴であれ

ば,物俳.や化学.fr:･.物や地学の各錦城の専門科目の

担当教員が自身の研究そのものを活か した形で実

施するほうが望ましいだろう｡さらに附属中学校

の13.岬J･室に出前 して実施するのではなく,大学の

研究室や実験室で実験 を体験 させるべきであろ

う｡しかしその城合,理科室より狭い大学の研究室

や実験室での実践となるため.現状では受入可能

人数は粒大でも5名程度となり.提供する講座(料

目)数を増やさなければならない｡そのため.今回

の韻践のような｢大学の平常溝義lヨ｣に茄税するl-A

程では実施できない C｢2 ややjJJ]符はずれ｣と回

答した生徒の期'F3-:に応え.安望を叶えようとすれ

ば.このようなI'lu過点を附決.できる形での実施が

求められる｡

一方で,｢授葉の内容はわか りやすかったです

か｣と｢授業の肉牛に興味は持てまLたか｣という

設問については全員が ｢わか りやすかった｣｢やや

難 しいところもあったけど.だいたいは即解でき

た｣や ｢非常に興味探かった｣｢興味が持てた｣と

いう侍完的な-gF''･価をしたcf_F;.従の感想にも｢獅[7i活

性剤とかのことを分か りやす く.解説 してくれて

おもLろかった｣や｢大学の光fJ･･.は教えるのが上手

でとてもわかりやすかった｣というような記述が

見られた｡以上のことを踏まえると.筆者らの実践

は｢わかりやす く卿味を誘った実践｣だったと評価

できるC

次Lfj]以降の要望については,筆者らの川悪した

ものと附属中学校側が用意 したものに沓かれてい

る内容には若干の違いが見られたものの,多椀多

様なものが見られた,そのll=]でも一番多かったの

が ｢スライムづくり｣(5名)であり,ドライアイ

スや液体窒素を用いた実験やtl三.物の生態や地球環

境IhrJ越.天文学的内容を希望する声がそれぞれ2

名以上からあった｡また,｢内解以外の要望や改善

点｣については ｢とても楽 しかったです｣や ｢本当

にとてもわか りやすい授業でした｣,｢ありがとう

ございました｣といった謝辞や肯定的な感想が番

かれているだけであり,特になかった｡

今回の米紙で ｢みんなより洗剤の最が多かった

921.洗剤の旅を減らしたいと思いました｣(下線

は節者加筆)という感想を抱いた生徒に科学的に

正 しい考察ができるような支援や補足配明ができ

ていなかった可能性あり.配慮不足であったと考

えられる｡PVCフイルムが漉 く染まった場合に

は.陰イオン合成界而活俳剤が多めに残留してい

ることを示すが,この実験では残倒潰庇がある浪

皮以上になると染色度と残留濃度との関係がはっ

きりしな(なり.濃度が拭くなると鞄まらなくな

るミl)｡この姓従の場合,弼倒潰度が高かったという

推測はできるが.この実験の結果だけからは他の

生徒の方が低い残留漉雌であったとは断定できな

いoこのあたりの詳細な説明を省略 し.陽性 (染ま

った)か陰性 (独まらなかった)という判断基準で

鋭明を進めたが.生徒適のこれまでの排科実験経

験を跨まえると,染色艦と残留濃度とには何らか

のiEの柵l馴札幌(あるいは蝉純に比例側係)が撫駅

に続いていると思っている可能性は否定できな

い｡他の生徒と実験結果を比較する際に,もう少し

丁寧な補足説明が必要であったと反省しなければ

ならない｡さらに実験操作に関しては.駒込ピペッ

トの使用に戸惑う生徒が多く見られた｡使用済み

のガラス枠や駒込ピペットの取 り扱いと合わせて

もう少 し丁寧な指導が必安であったと考えられ

る｡

4 おわりに

琉球大学教育学部附偶中学校が,学校近隣の環

境を清川 して選択教科の一環として ｢体験 !琉球

大学 一大学の先生方による講義を受けてみよ

う-｣という特別授業をr釧帖Lたoその lつとして

PVCフイルムとCVを川 いた合成洗剤の残留俊

を確認する突放を主な実験教材として ｢きれいさ

を求めて-すすぎの化学｣と遷 して2年生を対象

に筆者らが行った実践は.これまで小学校教員養

成.現職教員教育の中 で実践 してきた実験教材

… )をアレンジしたものであり,潤沢な予算がなく

ても実践できる簡便な爽版数材であるO今回は現

在実践 していない実験教材 15)であり.予備として

-耐‥



持ち合わせていた材料で行ったため附鳩中学校側

に経於負担を求めることなく実践できた｡与えら

れた時間内で用意した内布を全て終了でき.受沸

した生徒から肯定的な評価を得ることができた,/

｢界面活性剤とかのことを分かりやすく,解説して

くれておもしろかった｣や｢大学の先!-I:.は数えるの

が上手でとてもわかりやすかった｣という感想を

得られたことから.教材内容を相手の学力に応 じ

て岨噂するノJや相手が即解できるような教授能ノJ

の重要姓を11錆告織することができたとともに,筆

者らの能力は今回の実践に関して必安かつ十分な

ものだったと思われる｡ これらは筆者らが養成し

ている教員志望の学生にIJEi･非培わせなければなら

ない能力であるとともに,教員養成に携わる者と

しても重要な能力でもある｡

選択教科は新 しい学'IqJ指導要領に対応 した敦fJ'

課程でも各学校の判断で開設することはできる

l{i;｡しかし,各教科の授業時数が増加し.選択教科

のための授業時数は明示されなくなった 17:ため.

多くの中学校の平成24年度以降の新教育課程で

は開設されない可能性が高い｡その意味で,今恒Iの

ような実践が選択教科として定着 していくことは

難しいだろうL,しかし今Iillの筆者らの実践は.倉科

的学習として総合的な学問の時間や特別活動とし

て取 り入れることは十分可能であろう｡ある受講

生従は ｢洗剤が残っているのを実際に見てびっく

りしました(,ちゃんと落としたいけど.水は無駄に

できないので.難しいところ (.rf轡 ま筆者加

筆)という感想を受講後に背き記していた.互麹邸

のようなi'･;藤を活かして｢ためすすぎ｣と｢流水す

すぎ｣との効率の違い(一定境の水で効率良くすす

ぐ方法)を数学の問題(希釈のされ具合を数学的に

捉える)としたり家庭科の衣服の手入れと関連さ

せたりしながら.理科の実験として検証していく

ことが倉科的学習の例として考えられる｡

最後に,受講を希望した生徒の中には｢もっとレ

ベルの高いり三験をやると.lil.っていました｣という

期待を抱いていた者もいたoこのような希望を叶
えるためには適切な折Itl'1肯ならびに環境が必要で

あるC さらにレベルのit:.iい実験を行うと当然糸糾II

もかかるため.アウトリーチ活動そのものが筆者

らの現在の研究対象ではないことや.初等巾等教

育.社会教帝への還元活動そのものへの予算対応

が学内で積極的に行われていない現状では.実験

に必要な消耗品等の経費を誰がどの程度負担 して

いくのかという点が問題になるo通常の中学校の

授業時関内で終わらせることが可能な体験を提供

していくことと.生徒が希望したり.生徒が排朴を

嫌いにならず興味をもったり好きになったりして

もらえるような体験の質 ･壷を検il-寸し.調整 して

いくことが必要であり.費用と時問と教育的効果

とのバランスをとることが実践を進めていくため

の課地として残っている｡

謝辞 ･附記

ガムとチョコレー トを食べさせる実験は.2010

年9月に日本科学未来館で開催された ｢サイエン

スプレゼンテーション2010 科学の鉄人｣で奈良

学陸llい学校 ･高等学校教諭の工藤博幸氏が行った

演示実験を参考にしました｡アンケー ト分析に関

して琉球大学教育学部の富永 篤講師から分析手

法に倒して御示唆を賜 りました()この場をJlF1:りて

心から感謝lFlL上げます.｡また.今l!l_[の実践の場を

提供して下さった琉球大学教育学部附属中学校長

である琉球大学教育学部の大城 幣教授ならびに

実験器具の準備に関わって援助して下さった.班

球大学教育学部附紛 い学校教諭の宮城 悟氏.木

山淳一tt.平敷りか氏にこの場を借りて御礼申 し

上げます｡

本研究の一部は.文部科学省科学研究費WJ-助金

若手研究 (A)｢子どもにわかる小学校理科授業に

必要な教師の実践力研究一物質 ･エネルギーを中

心に-｣(裸題番号21683009)の助成事業である｡

また.琉球大学教育学部理科敦軒講唾ならびに教

育実践学教室のFD活動の一環である,

丈献 ･注釈

1)例えば.理科教育講触所端数L--1は附揃学校のPi!.科の

授業研究!1号椴に指き馴力う三者 として†馴 つった ;)公僻目安

濃を参糾 したりするだけではなく.授業のネタ ･非

付 ･I)ミ験教材の拙帆 教材解釈など授~紫づ くり全般で

日常的に協力している(､姑速では;I-.イ]-Fff卜･教授が附掃

小学校の総合的な学門の時間の授紫実践研究にも関

わった (依Fl二!舶司｢総合的な学'l!)の時IEu研究部｣琉球
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大学教育学部附械小学校研究紀紫.28.189-198,2010)∩

2)-tl_l:llほ 規良 ｢●●敢員の卵"のl二l線に立ったPI!.軒数f=J<法一

大学教員のrTl学校での演示授業に対する学!1:.の評価-｣

理科の教育.55(9).511-57.2O(鳩

3)--,I.:uJ安規良.宮_Lil.裕賛,屋良 徹.比藻 俊 ｢lJ_:/fJtの rわ

からないjを杷榔する理科授発リミ践 一能軌的rl己評価

を利用 した-実践-｣琉球大学教育学部数帝実践総合

セ ンター紀安.17.67-86.2()10

4ト,-L=,:lIl安規良 'JJ'川奏上 罵原安司｢コンデンサーを用

いた小学校での判!.科授業実践｣日本FJ!科放ず=1'学会九州

支部大会発表論文Jji.38,49-52.2010

5)-･I!fHは 規良 ｢タンパク質と脂FJJJ'の消化に問する発展

的IX験教材を用いた授業実践 とその評価-Lい､if.I2年｢動

物の体のつ くりとはたらき｣における実践-｣f岬 J･致LfJh'

学研究.51(1).114-160,201O

6)I-I,:相安規良 伊藤杉英 ｢中Ir身の回 りの物'Ffjと関

連 した大学教員の搬出での炎験教範｣化学 と教育.56

(10).50,I-505.2008

7月 )IHl安規良.岩切宏友.照屋便り)1.伊藤彰英｢教育委員

会 との連携 ･協ノJ協fJEを清川 した那覇了lJ-立小学校で

のlp=取掛出前授業J琉球大学数fT-I?淵i紀要.77.1()1･113.

201()

81)1)で紹介 した総合的な学'I7_!tの時間の実践 も.大学

構内という附械小学校の学校近r確の環境 と柵物分類

学の教授 (専門家)という学校近隣の人材を清JfJLた

判例である｡しか し.附属小学校の存在告発の lつで

ある地域の致fT.搬興に幣するための授業研究活動の

一環としての'実践であるためここでは除外するO

9)'･i!:,:t土岐 規良 安井朔一一.長沼 健｢PVCフイルムIJll瀦簡

坊比色法を利川 した陰イオン料flii活性剤のyyl'･,71テス

トの 実 践 ｣化 学 教 育 ジ ャ ー ナ ル .12(2),

http://chem.s°i.utsunomiya-u.ac.jp/V12n2/y(Jsllida/.

2009

10)C1リ監酸溶液 とは 2×10J'◆11110)/'LCV水掛 在と

2×10-3mo)/･L塩慨を4:3で･ilは した溶液であるo

ll)大学の近所のホームセンターで切り売 り批･)'正されて

いる明和 グラビア株式会社判の透明テーブルクロス

を使用 した｡

12)配付 したガムやチ ョコレー トは本実践のために大学

から配分されている教育軽柴で調達 した｡購入依頼時

に大学本部の財務部の契約部門から ｢なぜこんなもの

を購入するのか ?｣と疑われた｡さらに致千円もの｢it:7j

級品｣を恥入するような形の見積番が届いたぐ､今回の

(-)-;験の意図からするとT.]1級品である必要は全く無 く.

予定日まで時川が撫かったこともあり,紫を煮やして

入学近 くのスーパーマーケットで現物を碓認 して恥

入した,,結liTil数百円で消んだ｡

13.1文部科学'H｢中学校学'[!t指呼安領 (ir'-･成 10年 12∫-日

改訂版｣独:Il.行政法人 何jll/I.印刷局.2-3.2004

14)現在 (2009年度後学捌以降)は文部科学rJl科学研究

'托補助金-1l:手Lilf究 (A=寸 ともにわかる小学校理科授

業に必紫な教師の実践JJ研究一物質 ･エネルギーを

小心に-｣(;-:.架越取弓･21683(X泊)の助成を受けて別な内

容の実験を耽 り入れているC筆者の一人 (錦苅)は.管

生時代にもうr一人の筆者 (語lIl)の講苑 (小学校理科

指導法科目｢J!岬一致育研究｣)の中でこの炎験を体験 し

た｡

15)現在の男畔J･教育研究の実践内容については,吾円安

規良 ｢小'';･''一校俳.朴指導法科目r理科教育研究｣の内容

改善と試行一触寮 ･実験指呼ができる′ト学校教員発

戊に向けて-｣日本理科教Lff学会全国大会発表論文狐

8.215.201()や AkiraYOSHIDA'.Elementaryschool

te之IChertrainingprogramforundergraduates:leading

experimelltSShowninscierleeteXtbooks■●TheAb-

stractsofThe2ndEastAsianlnternationillConfer-

enceonTeilCllerEducationResearch.92.2010(日本

.,;'fi及びrf~個Lifu政は,第2回収アジア敦帥敢fJ'研究国際

人会報皆安片弧 20-21.2010に掲載)を参照巾

16)文部科学省 rLfl学校学習指呼要領｣東l圧井鼠 16-17.

2008

17)学校教育法施行規則第73粂ならびに別衣第2を参

岬C
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